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講演「バーナード・ショーが解釈したワーグナー《ニーベルングの指環》」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋宣也氏　

劇作家として知られるバーナード・ショーは、実は若い頃は音楽批評家として活躍し

ていた。彼の個性的な評論における中心的なテーマはワーグナーであり、特に《ニー

ベルングの指環》については、画期的な見解をまとめた『完全なるワーグナー主義

者』という解説書まで著している。この会では、ショーの時代に先んじたワーグナー

解釈の特徴を指摘するとともに、その解釈が具現化されたとも見られるパトリス・

シェロー演出の《指環》上演ヴィデオを紹介し、オペラ解釈とその実践という主題の

興味深い一例としたい。
